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 網膜に関する研究は極めて多いが2）魚類のそれに関す

るものは少い。特に鮒の網膜に関する研究は少く，棋の

組織学的研究3），田丸の浜崎のケトエノール物質に関す

る研究5），高辻の視細胞の配列に関する研究4）などを見

るのみである。著者らは鮒網膜を詳細に観察するうちに

先人の記載といささかことなる所見を得たので報告す

る。

      研究材料および研究方法

 市販の生きている鮒の眼球を明るい部屋で取り出し

て，適当の大きさに切って，Levi液， Zenkerホルマ

リン液，純アルコール，Birch－Hirschfeld液で固定し，

型の如くパラフnンに包埋し，10μの連続切片を作り，

ヘマトキシリン・エオジン染色，Heidenhainの鉄ヘマ

トキシリン染色，過ヨウソ酸Schiff反応を行なった。

なお必要に応じて染色標本を千代田光学工業株式会社製

の位相差レンズDLLの40倍を使用して観察した。

         自家所見
 鮒の網膜には一見して人とおなじような層があるよう

に感ぜられる（第1図）。すなわち内側より内境界膜，

神経線維層，神経細胞癌，内網状層，内鍵粒層，外網状

層，外顛粒層，外境界膜，粁錐状体層，色素上皮層であ

る。内境界膜（第1図の1）神経線；維層（第1図の2）

神経細胞層（第1図の3）については特記すべきことは

ない。内網状層（第1図の4）はヘマトキシリン・エオ

ジン染色標本を普通の顕微鏡で見た揚合はあまり線維の

存否ははっきりしないが（第4図），位相差レンズで見る

と（第5図）細かい線維が無数に走っている。その外側

の人の内顯粒層に相当する層（第1図の5）には神経細胞

そのたの核が多く存在し頼粒状を呈するが，その顯粒状

の核の間にエオジンで濃染する太い線維束が縦横に走っ

ているのが見られる（第4図）。位相差鏡検をすれば（第

5図）一層明瞭であって，ヘマトキシリン・エオジン染

色では線維束と細胞との間に明るい隙間が存在する揚合

もあるがここになにがあるか不明である。この部分の線

維束がいかなる方向に走るかを知るために網膜を内面に

対してほs“平行に切ってみた（第3図）。これで判るこ

とは内面に対して平行に走る線維が多いらしいというこ

とである。ここにある線維束の性状についてはさらに詳

しい研究を必要とする。この層の外側は人の外網状層に

相当する部分である（第1図の6）。この部分は一見し

たところ細い線維の聞にばらばらと細胞が散在している

ように感ぜられるが（第4図），位相差鏡検をすると

（第5図）細胞の境界がはっきりするため，かなり大き

い細胞が相接して存在するのが明瞭にわかる。人でいえ

ば水平細胞に相当するのかもしれないが，このような大

きな細胞が部位により異るが，2層か1層ならんでい

る。視神経乳頭の近くでは2層位あるところがあり，他

の部分では1層のようである。明らかな核小体を含む明

るい核を有し，神経細胞であろうと老えられる。このよ

うな大きな細胞の間には，時に肝臓のSinusoidの如き

旧聞を認めることができる。この細胞層と外頼粒層との

聞はあってもわずかな距離しかなく，ここに少量の線維

層の見られることもあるが，人の外網状層とおなじよう

な層は存在しないことが分つた。外顯粒層はかなり厚．

く，染色質の多い小さい核が密集している。これらはほ

とんどが粁状体細胞の核である（第1図の7）。錐状体

細胞の核は粁状体細胞の核の外側にほs“1列にならんで

存在する。ヘマトキシリン・エオジン染色の標本では外

境界膜を認めることはできなかったが，Levi固定で過

ヨウソ酸Schiff染色を行うと明瞭に認められる（第2

Morio IIINUMA， Susumu HOKURA， lnao IKEDA， Miyoko TAItaHASHI （Second Department

of Anatomy， Tokyo Women’s Medical College）： The Structure of retina oi a fish， Carassius

auratus．

一2963一



312

図の8）。ところで外境界膜はLevi固定でHeiden－

hainの鉄ヘマトキシリン染色でも不明瞭ながら認めら

れ，その存在部位をよく検討してみると，外頼粒層と粁

錐状体層との間ではなく，沢山ある粁状体細胞の核と，

1列にならんだ錐状体細胞の核の列との闇である。すな

わち錐状体細胞の核は外境界膜の外側にあることにな

る。錐状体細胞の核の外側に錐状体細胞の中節が1列に

ならび，その間に多くの杵状体細胞の中節が存在する

（第1図の9）。その外側が色素上皮（第1図の10）であ

る。’今までみた6例の材料には中心窩は認められなかっ

た。

         考   按

 棋3）は多種類の脊椎動物の眼の形態学的研究を行って

おり，鮒の網膜に関する記載は‘‘内払粒層ハ外顛粒層二

丁シテ甚ダ薄ク僅二2－3層ノ顧粒ヨリ成りamakrine

Zellenヲ能ク見ルコトヲ得．外姑粒層ハ厚クシテ8－

9層目顯粒ヨリ成ル。内網状層ハ梢厚ク網状ヲナシ外乱

：状層ハ内網状層二比シテ薄シ。神経節細胞層バー列ノ細

．胞ヨリ成ル。桿錐体層二於テハ殆ド錐体ヨリ成ルが如

シ。錐体は所謂中節甚ダ膨大シ大ナル梨子状顛粒ヲ呈

ス。色素細胞ハ高大ニシテ黒褐色ノ「フスチン」ヲ含有

シ明暗二依ル色素移動二曲著明ナリ。二三二三テ「フス

チン」ハ錐体内節ノ外信二達ス，網膜内面二血管ヲ有

ス”。とあり著者らの上述のごとき詳細な観察を行わ

ず，人の網膜と大差のない所見をあげている，田丸5）は

嶺の記載を批判することなくそのまま用いて，浜崎の天

耐酸性頼粒の検出を行った，そして外記三層について，

基質の網状織を構成する線維はやや耐酸性が著明で，そ

の間に耐酸性の顯粒を見ている。また内頼粒層に接する

部分に粗大穎粒を見ている。彼の附図より察するに著者

らの見た大きな細胞の境界部に耐酸性顯粒を見ているら

しい。内穎粒層において著者らの見た線維束については

全く記載がない。ただ錐状体細胞の核はGarten1）の述

べているごとく外境界膜の外側にあることを認めてお

り，この部に耐酸口出粒が存在するといっている。著者

らは組織学的に鮒網膜の構造が人のそれと異る点を挙げ

たが，さらに細胞構築学的に詳細な研究を行うことによ

り鮒網膜の特異性が明らかにされると思う。

         結   論

 鮒網膜は人の網膜とかなりことなる。人の外網状層に

相当する部分に大なる細胞がならんで存在し，内願粒層

に相当する部分に著明な網状構造が見られる。
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         附回説明

 第1図 Birch－Hirschfeld液固定。ヘマトキシリン

・エオジン染色。忌中の1は内境界線，2は神経線維層

3は神経細胞層，4は内網状層，5は内四丁層に相当，

6は外網状層に相当，7は外回粒層，8は外境界膜，9

は訴状体錐状体層，10は色素上皮層300x

 第2図Levi液固定，過ヨウソ酸Schiff va色。8の

部分に横に走る外境界膜が見られる。他の番号は第1図

とおなじ意味を有す。300x

 第3図Birch－Hirschfeld液固定。ヘマトキシリン・

エオジン染色，内山粒層に相当する部分の網状構造を

斜断標本：で示す。300x

 第4図 第1図の標本の黒線内の部分の拡大，外網状

層に相当する部分の細脆境界は不明瞭。600×

 第5図 第4図とおなじ部分を位相差レンズDLLで

観察したもの。内顎粒層の網状構造および外網状層が大

きな細胞からできていることがよく分る。600×
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